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技能実習、特定技能と外国人材の就労に関する制度は今、大きな節目を迎えようとしています。現時点で

発表のあった最新の状況を以下にまとめてみました。

技能実習に関しては、自民党の法務部会などの合同会議で3月７日、新制度「育成就労」創設に向けた技

能実習適正化法と入管難民法の改正案を了承しました。政府は両改正案を提出する見込みで、今国会で改

正法が成立すれば「育成就労」は2027年にも開始の予定です。（移行期間は3年の予定）

一方、特定技能に関して、自民党は18日の合同会議で、「特定技能」制度の対象として、自動車運送業、

鉄道、林業、木材産業の4分野を新たに追加する政府案を了承し、他の分野を含め、今後5年間の受け入れ

見込み数の枠を82万人とする方針を自民党に示しました。2019年の制度導入時には「2024年までの5

年間で約34・5万人」が目標値だったので、その2.4倍にあたるかなりダイナミックな数値を設定したこ

とになります。介護だけではなく、様々な業界での深刻な人員不足がこのような加速感を生んでいます。

実際に外国人材獲得を目指し、既に対策を開始した一例として、名古屋市の取り組みをご紹介します。

3月7日付の日本経済新聞の記事によれば、名古屋市は2024年夏に、外国人材を初めて雇用する介護事業

者に対し、初期費用となる渡航費や講習費の4分の3まで支給する取り組みを発表しました。技能実習生な

どを雇う際にかかる負担を軽減することで、海外人材が就労できる事業所の裾野を広げるのが狙いです。

他施設との競合だけではなく、他業界、さらには世界の労働力獲得合戦の中で外国人材から選ばれるため

の戦略が、今後ますます必要になりそうです。

外国人材 最新ニュース

産業別でみても、外国人労働者の数は

右肩上がりで、特に「医療・福祉」では毎年

２０％以上の伸び率となっています。

※厚生労働量「外国人雇用状況」の届出状況まとめ（令和５年10月末時点）より抜粋
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技能実習→特定技能のその先へ

特定技能の定期面談

先日インターネットで、高知の防水加工を扱う社員数20人ほど

の中小建設会社が、ミャンマーに現地法人をもっているという

ニュースを見ました。昨今ヤンゴンを中心に建設需要が高まっ

ているのを受け、専門工事を行う日本企業として2年前に進出

したとのこと。注目するのは、その現地法人を支えるのが日本

で技術を学んだ外国人技能実習生のOBだという点です。現地

スタッフとして、指導や工事を進めるうえでの主戦力となって

くれているそうです。

日本で約33万人にまで拡大している技能実習生。彼らと信頼関

係を築き、その力を活かして海外進出を図る企業として紹介さ

れていました。

介護の領域でも、せっかく学んだ高い日本語会話能力や介護技

術を、帰国後に活かせる場がもっと増えればいいのにという声

を外国人材から聞いたことがあります。

労働力不足を解決するために、例えば母国と日本を循環できる

ような、サステナブルな働き方もいつか実現するといいですね。

写真は先日ミャンマー技能実習生に

連れて行ってもらった、ミャンマー料理の

お店。ミャンマーのコミュニティの中では

有名なお店のようです。美味しかったです。

日本医療介護協同組合は登録支援機関の許可も取得しておりますが、

昨日は特定技能人材との3ヶ月に1度の定期面談の日でした。

技能実習から特定技能に在留資格を変更したベトナム人介護士4名は、

日本での暮らしも4年になります。一時帰国を経て、日本でのさらな

るキャリアアップを目指し、介護福祉士受験のための実務者研修を

申し込んだり、積極的に夜勤や残業で他のスタッフの休暇取得にも

全面的に協力してくれているようです。面談の後は、久しぶりに

ゆっくりベトナム料理のお店で一緒に食事をしながら一時帰国の話

を聞かせていただきました。

また、別の日には来年3年目を迎えるインドネシア技能実習生にも信

徒について確認したところ「在留資格を特定技能に変更して、引き

続き同じ施設で働活きたい」と特定技能への在留資格変更を希望し

ているとわかりました。そういっていただけるのは本当にうれしい

限りです。みなさん、本当に頑張っています。これからも施設の

ムードメーカーとして、リーダーとして、ますますのご活躍を祈っ

ています。

ベトナムのビーフシチュー「Bo kho」。

フォーではなく、丸くてもちっとした麺

「bún」でいただきました♪


	スライド 1
	スライド 2

